                 富士四湖　＜本当は、五湖のつもりだった＞ 自転車分科会　輪行記録                          

（日程）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執筆：稲葉、＜　＞内は、畠田　共同執筆

  ００年 ７月２２日（土） ～ ２３日（日）

（テーマ）

  「ツール・ド・富士五湖～夏の富士山麓の風に抱かれながら～」

（参加者）

   M：畠田、松田、平野、赤木（ｹﾞｽﾄ）、瀧（ｹﾞｽﾄ）、平野、稲葉　Ｆ：谷野、山本 合計８名 

（行程記録）

６時５０分：稲葉車（メンバー：サユリさん、稲葉）、畠田さんの渋滞予測を含み早めに東中野寮発も、いきなり環七で渋滞、さらに中央道渋滞２０kmのニュースに出遅れ感否めず。さっそく松田車（メンバー：まっちゃん、赤木くん、ヤヤ）に連絡すると、7時半JR中野駅集合に対し、未だ首都高に乗ったばかりで、「申し訳ないけど、オレ、集合時間に遅れるワァ」と弱気の発言。一方、畠田車（メンバー：畠田さん、瀧くん、賢）ではまたも賢が遅刻とのこと。幹事という立場に加え、再三の忠告にも拘わらず、今回もやってくれた。（信用取り戻すのには相当実績が必要と思われる。）

７時40分：稲葉車、予定通り調布でサユリさんをピックアップ。とりあえず府中までは下で行くことを選択。しばらくして、松田車より、ようやく中野出発の連絡入る。絶望的とのこと。一方、畠田車は二子玉川で賢をピックアップしたあとの東名は極めて順調＜夏休みの中央は駄目＞とのことで熱い勝負は２台に限られた。

８時３０分：松田車は高井戸で本格的な渋滞突入、やはり無理そうだ。稲葉車は中央道、小仏トンネルまで渋滞のニュースをチェック、甲州街道を継続選択、愛車レガシーB４（「ビーヨン」ではない「ビーフォー」）のポテンシャルを最大に発揮できる大垂水峠越を狙った＜別にどんな車でも越えられる普通の峠なのだが・・＞。この時点で、畠田車やや優位に立つ。相模湖ICで渋滞解消後の中央道に復帰できれば、集合時間にはまだ間に合う。

９時２０分：稲葉車、スムースに大垂水越えを果たし、相模湖ICでは中央道の渋滞を目視にて確認し通過。この時点で松田車、八王子手前８km、畠田車御殿場まであと１０分との情報、いずれの車も集合時間の９時半に西湖到達は不可能となり、もはや誰が一番に着けるかという見苦しい戦いになった＜こっちは別に戦っているつもりはなくカントリ－を聞きながらのんびり走った＞。畠田車、安全運転なのか、東名が思ったより混雑していたのか予想に反して進度が遅い。「イケる！」僕は確信した。渋滞は談合坂SAまでとの情報を得、上野原ICから中央道に復帰すれば渋滞３kmだけ付き合って、あとは走れる。このプランでいけば、渋滞の予想される富士五湖道路＜こっちは、余裕だ。富士五湖道路なんか使うかい！　そんな金あったら泡一本ずつ余分に飲めるぜ＞を須走から北上する畠田車を確実にマクくることが可能だった。しかし、上野原市街で痛恨のルートミス！＜ざまー見ろ＞いつの間にか国道２０号を進んでしまっており、IC入口をロスト。Uターンすることもできたが、国道も順調だったのでそのまま直進大月ICからの復帰に変更。勝負の分かれ目となったのは大月市街の手前２～３kmのところでドン詰まりの渋滞にハマッた。渋滞中に再び畠田車より連絡が入り、現在山中湖とのこと。ここで勝負あった。＜おまえ、まだ勝負しとったんか？　ばっかみたい＞
１０時００分：稲葉車、ようやく大月ICで中央道復帰。遅刻をした賢に負けた屈辱と怒りをアクセルにぶつける。ボクサーエンジンが唸る。（もはやこのへんにになるとウケてくれるのはGTR転がしている国見さんぐらいのもの）＜糞転がしなら知っとるけどなあ＞南都留郡の牧歌的景色の中にやっと富士山お目見え。すでに山頂に雲をかぶってしまっていたが夏の富士山らしく濃い紫色の雄々しい山姿を見せていた。稲葉車、川口湖ICの時点で、畠田車は西湖到達、「先にビール飲んで待ってるわ。」と勝利宣言。残念。

１０時４０分：稲葉車、集合場所の西湖レークサイドキャンプ場に到着。（自分は遅刻したくせに）勝ち誇った賢の出迎えを受ける。松田車も意外に速いリカバリーを見せ、河口湖の手前まできているとのことで、全員揃うのを待つことにした。ここで初対面の瀧くんを紹介される。山に自転車を漕ぎに来ているにも拘わらず、白Tシャツに紺の短パン＜首に原始人みたいな飾り物も付けとった！＞といった海度の高いファッションセンスが光るさわやか系の好青年だ。＜一方、赤木くんは、厚手の襟付きシャツにちょうちんブルマみたいに絞った変形バミューダショーツ、髪に油もついて旦那風＞聞くとチャリで東京から新潟まで行ったことのあるツワモノとのこと。車の中でサユリさんから奴がお酒の方も相当ツワモノであると聞かされていた。松田車が到着するまでの間、僕はチューンした自慢のMTBを他のメンバーにご披露する。（チューンの詳細は輪行記録番外編「稲葉と賢のチャリチューン放浪記」ご参照。）また、サユリさんの乗る自転車の前輪の状態をチェックした。（前夜、荷物を車に運んでいる際にサユリさんが乗る予定のチャリの前輪がパンクしていることが発覚、パンク修理キットも無かったので、ゴム対応接着剤と、ビニールゴムの髭剃りケースの一部を切ってパッチにしたもので応急処置をしていた。これが後程意外な結末を迎えることになろうとは誰も予想しなかった。）畠田さんも予備のチューブを持ってきているとのことで、僕の施した応急処置がサユリさんの体重を支えきれずに再びチューブがイッてしまっても大丈夫だった。

１１時１０分：全員集合。スタート地点まで移動し、各自の自転車をセットアップ。（ここでもあるチェックを失念しており、あとで重大な事実が発覚する。）赤木くん、右足運動靴に左足サンダル、という奇妙なとりあわせ、と思ったら左足のつめの具合が悪いらしい＜通称、くされ足＞。怪我のないことを祈る。

１１時３０分：２時間遅れで「ツール・ド・富士五湖」スタート。西湖を４分の１周ほどして、精進湖へとペダルを踏む。走り出してすぐに「ガリッ、ギィッ、ガリッ」という嫌な音がする。すかさず先頭をつとめていた畠田さんが「オーイ、誰かギアが上手くハマってないんじゃないか？」。音の発信源は賢の自転車で、ベアリングがイッてしまっているのでこんな音がするのだとのこと。（修理するとン万円ものなので、直していないらしい）途中国道１３８号に出るまでは上りが続き汗がドっと吹き出たが、国道に出てからは緩い下りで、スピードが作り出すさわやかな夏の風＜そうお？　砂漠の風みたいやったぞぉ＞を全身に感じながら進む。スタートが遅れたので、精進湖は後で攻めることとし、一気に本栖湖まで小さなアップヒルと長いダウンヒルの行程を進めた。

  ここでシンガリを勤めていた僕はあることに気付いた。山では健脚派のまっちゃんの足取りが異様に重い。汗もびっしょりかいている。「う～ん、やはり人には得意、不得意があるんだなぁ。」なんて思いながらも、先頭グループと随分と差が出てしまっていたので、僕はツール・ド・フランスのチームトライアルよろしく風除けとなるべく、まっちゃんの前に出ることとした。＜うっそぉ、置いてけ掘りにしようと思ったくせに＞「松田さん、僕がペース引っ張りますから・・」と声をかけるも「うん、どうぞ先行って。」と弱気。しばらくは後ろを気にしながらペースを保って進んだ。「きっと行きの渋滞で相当消耗しているんだ、５時間近くも運転しているんだもの・・。」

１２時１５分ごろ？：本栖湖到着、予定では対岸のキャンプ場で昼食だったが、スタートが遅れて、皆も腹が減ってきていたようだったので、手前側の公園で昼食をとることとした。陣取った場所のすぐ隣ではどこぞの小学校の遠足か林間学校かが昼食を取るべく先生が指導し終え、ワーっと解散したところだった。我々も負けずに店を広げる。ヤヤとサユリさんは水汲みに、賢と赤木くんはビールと氷を買いに行った。畠田さんのガスが４つ並び、スタンバイＯＫ。待っている間も、もっぱらの話題はまっちゃんのペースが遅いことで、「山ではあんなに健脚で飛ばし屋なのに・・」とみんなが意外だと思っていたようだ。本人も弱気に「オレ、自転車漕ぐの、向いてないのかなぁ」とボヤいていた。

　＜しかしそれほど疲れていてもチャリがおかしいと思わないのは、プジョーカデットを信じきっていたのか？＞　

  昼食はうどんである。「冷やし」にするか「釜揚げ」にするかで議論になったが、水汲みから帰ったヤヤのアイディアで、つゆを水で薄めず、そのかわり氷を入れてしまうことにした。これで、つゆを薄めるのと、うどんを冷やすのと「一石二鳥」というわけ。なんという「男の料理」的な発想！！（このメンバーだから「名案！」と称えられるものの、嫁さんになったら旦那は一体どんなものを食わされるのだろうか？）＜稲、うまい！！１本！＞まずは泡で乾杯！（もちろんモルモン教徒のまっちゃんはお茶で）麺が茹ると早速箸が交錯する。畠田さんが薬味にトウバンジャンをと薦めるので、やってみるとこれがとても美味い。僕はとてもうどんが好きなので、４つあるコッヘルを「移動攻撃」して食いマクってしまった。（足りなかった人すいません。）当会の食事はその消化するボリュームが代名詞となっているが今回も例外ではなく、あっという間になくなった。＜１分４５秒くらいだった＞
  ちょっと落ち着いたので僕はまっちゃんの「プジョー」を見せてもらって「これ軽いですねぇ」と称えていると今度は賢がよってきてタイヤの回転を見ようとする。「あれぇ！」賢がおどろいた声を出すと、そこには転がしてもまったく回らない前輪があった。「これじゃあ重いはずですよぉ。ブレーキシューが完全にタイヤに当たっちゃってますよ。」そうなんです。まっちゃんがペースが上がらず苦しんでいたのはこのせいだったのです。言ってみればサイドブレーキをかけたまま自動車を走らせているようなもので、まったく走れるわけが無いのに、みんなに付いてこれたのはまっちゃんの卓越した脚力があってこそだったのです。おそるべし、まっちゃん。

  まっちゃんのチャリは賢がサクっと直してくれた。（さすが賢）まっちゃんは蘇ったプジョーをそこら中乗り回し、「いやー、これは楽チン！」と喜んでいた。ここでヤヤの自転車を運んできた僕は心配になり、念のためヤヤの自転車の前輪を回してみると、まっちゃんのほどではないが、これまたブレーキシューが当たっている。早速、職人賢が修理作業に入る。＜ぼくのことも書いてくれ、後輪はぼくが調整したんぞ。スポークの強度アンバランスかリムそのものが歪んでおり、どうやってもシューに当たるが極力こすらないようにセットする、つまり前を賢が、後をぼくがいじくったわけだが、なんかちょっといやらしい・・ヤヤは嬉しかったと思う＞今回は思いのほかてこずっている。各自が自分のタイヤをチェックする。出発時に組み上げたときに逆さにしてきちんとタイヤが回転するかをチェックしておかなければいけなかったのだ。再出発の前に賢がヤヤと自転車を交換している。なんでまたあの「ガリガリ」言う年期の入ったチャリをヤヤに？と思ったらなんと修理に力が入りすぎてパーツを一部破損してしまい、フロントブレーキが効かなくなってしまったとのこと。＜こんなものにした賢は、もう嫁にもらうしかなかろう＞下り坂で危なくなるので、ヤヤには乗せられないということで、賢が預かることとしたらしい。いつもながらやさしいナイスガイである。

＜そうでもないと思う。自分のギーコギーコいうチャリに乗りたくなかったのだと思う＞
１３時００分ごろ？：再出発湖の周りを反時計周りに進む。しばらくはだらだらと上り坂がつづく。うどんを腹いっぱい食ってしまった僕はペースが上がらず、またサユリさんのチャリの応急処置の経過も気になったので様子を見ながらシンガリで行く。名勝「逆さ富士」でキャッチアップ。先行グループは記念撮影のため一時停止していてくれた。満々と水を湛える本栖湖の向こうに富士山の豊かな山容が構えており、日本屈指の絶景でここからの景色は５千円札のモデルになっているとのこと。

１３時３０分：輪行再開＜輪行とは、チャリを袋に入れて電車で移動する旅を指すが、ここでは山行に対す表現として使いたい＞。湖の南岸へ一気に下るダウンヒルで野郎どもはビュンビュン飛ばす。僕も重力に任せて落ちていくのと、外力を感じながら内傾するフィーリングはスキーと通ずるものがあるので、俄然やる気になり、ギアをトップに入れ女子２人をかわして一気に降りる。男性陣は平らになってからも余勢を駆って飛ばしたので一時は女子２人を５００m近く引き離してしまったが、ジェットスキーを楽しむ人たちが賑わう湖の南東に入る頃には女子２人も追いついてきた。東岸の涼しい林道はとても心地が良かった。畠田さんの話によると秋は「紅葉のトンネル」になり、これまたすばらしいとのこと。また来てみたいものだ。

１４時００分：本栖湖制覇。小休止。水分補給を十分に行い、国道１３８号を一路精進湖へ。帰路は基本的に登りのヘビーデューティーとなる。下りの心配が無くなったところで、賢とヤヤは自転車を交換してお互いの愛車に復帰。僕はそろそろケツが痛くなってきたので座っていられず、立ち漕ぎで前に出る。

１４時３０分：精進湖周回開始。今度は時計周りに周る。松田、賢、稲葉が先行グループで激しいデッドヒート。＜どーも若者は、機械物に乗るとスピードを競いたくなるらしい＞途中の分岐で後続を待ち、国道１３８号へ戻る。本栖湖から比べると精進湖は小さく、閑散としていた。

１５時００分：国道１３８号を一路西湖方面へ北上。ここからは更に登りがきつい。ツール・ド・富士五湖のコースの中では「一級山岳コース」に認定されている（！？）。まっちゃんを先頭に僕も立ち漕ぎで付いて行こうとするが、精進湖のスプリントで足を使いきってしまっており、赤木、瀧、賢にかわされ、どんどん水をあけられる。２００ｍ以上はなされたころ、ついにヤヤにまでもマクられる。途中、男の面子をかけ、再び立ち漕ぎでヤヤに追いつくも、若手男性グループには追いつけず。この登りゾーンでは畠田さんは最後尾からの補給部隊（食事関連の装備のほとんどが畠田車のバッグに搭載されていた）に徹して頂いていた。サイドバッグの風の抵抗まで考えると、まっちゃんの自転車の２倍近い体感重量で走っていたに違いない。何と言ってもご子息の康ちゃんがまだ小さい頃から乗っけて走っている年期の入ったランドナーなので、当然フレームはスチール。ただでさえ重いのにお疲れ様でした。＜確かに、クロモリフレームで

　フレームも細く、サイドバックも装着、前輪はスリック、これでドロップハンドルなら完全に旅行用のランドナーだが、これでも本体はＭＴＢなんだ。ちなみに、君らのは台湾製だろうが、ぼくのは、由緒正しい富士自転車工業のアメリカ製なんだ。質実剛健！＞
１５時３０分：国道から西湖へ降りる分岐点で全員をキャッチアップ、ルートを確認する。「山岳賞（本物のツール・ド・フランスでは“マイヨ・ア・ポワ”という赤い水玉のジャージが渡される）」を制したのは瀧くんだった。＜しかし、この年になって、平坦道を思いっきり立ち漕ぎする奴は初めてみた！　まるで、田舎のガキそのものだ＞伊達に新潟まで自転車で行っていない。＜全くチャリの知識はなく、パンクしたらタイヤすら交換する術も知らず、これは冒険ではなく無謀に近い。そして、高崎まで付合った赤木ももっとバカでホイールはいとも簡単に外せることも知らず、高崎から帰りは、レンタカー借りて東京まで戻った＞後で聞いた話では軽井沢碓氷峠を自転車でヒルクライムしたらしい。西湖までは短い下りだが、途中右に曲がるべきところで、まっちゃん、賢、赤木くん、瀧くんの４人は勢い余って下りを直進してしまったので、８０m近い登りのペナルティを食らう。西湖ではかなり差が開いた。ひたすら先頭争いをするまっちゃんと賢、２人にちぎられた僕、さらに僕をかわして２人に絡もうとする瀧くん、しばらく開いて赤木くん、更にしばらく開いて西湖と湖を囲む山の景色を楽しむヤヤ、サユリさん、畠田さん。先頭とシンガリでは１kmは差があったかもしれない。西日が射し始めていたこともあり、湖の北側の山が鮮やかな緑を示す。空の色とのコントラストで山の稜線がくっきり。ラストの北岸では僕はケツの痛みも麻痺気味、赤木くんを前に出して付いて行く。すると後ろから音も無く一台のチャリが付いてくる。それはサユリ号であった。びっくり。パンクの応急処置も、丸一日よく持ってくれた。大分差があったのにシコシコ差を詰めてきていたらしく、僕の驚いた様子を見てニヤリ。３台で連なる。

１６時３０分：ゴール。松田さんと賢は余裕のゴールらしく泡を買いに行ってくれていた。初日走行距離は４７km。西湖の看板の後ろに山頂まで姿を現した夏の富士山を従えて記念撮影。ヤヤはここでも「なんとかの高登り」をしている。またも泡で乾杯！朝から良く呑んだが汗も相当かいており、呑んだ分はほとんど汗で皮膚から出ていったのではないか。

　＜汗ででるにしろ下からでるにしろ、何とかリサイクルできないものなのだろうか？　カネがもったいない＞
１７時００分：自転車を車に積み、宿泊地の山中湖へ。途中河口湖で、夕飯のバーベキューの食材を買い出す班と先行してバーベキューの準備をする班に分かれる。前回の蓼科山行では山の会のメンバーの食欲旺盛なことを忘れて食材を買い出したため、口さびしい食事となってしまった反省から、今回は畠田さんから「一人３００グラムで８人だから２４キロ！」と思い切ったオーダーがあったが、＜昔から算数は苦手だった＞買い物班肉チーム（ヤヤ、サユリさん、赤木くんは呑みものチーム）の松田さんと僕はしっかり２．４kgで収めることにした。しかしここで見解の相違がでた。買い物となるとどうしても一人暮らし時代（いまも一人暮らしではあるが寮では調理ができない。学生時代は一応自分で炊事をしていた）の癖で高いものは敬遠してしまう。まずナス。まっちゃんはいきなり３つで25X円のものをつかむ。「うわっ高っ！だめですよ、そんな高いの。こっちですよ。」と言って僕は5つ23X円の袋を手渡す。次に肉、僕はカルビもます９００g２４００円のアンガスで量を稼いで、４００ｇ２０００円の和牛カルビで抑え、残りをタンとサイコロステーキでと考え早々とカゴに入れたが、まっちゃんは不服そう。「ぼくはどちらかと言うとこういう肉をいっぱい食べたいんだよな。」といって１６０g１９００円の霜降り和牛を手に取る。結局、参事補のパワーに押され、９００g２４００円のエコノミーは棚に戻すことに・・。代わりに２００g２２００円の霜降り和牛を一つと４００ｇ２０００円の和牛カルビ、ステーキ用の厚切りモモ肉をチョイス、合計およそ２４００ｇを購入した。驚くべきことに呑みものチームは泡を２０L近く買っていたことは宿に着いてからわかった。会計ではまっちゃんが立て替えてくれたが、発行されたばかりの二千円札を束で払っていてレジのおねーちゃんに嫌がられたらしい。（でも僕もまだ見たことがなかったので１枚両替してもらった。）

１９時００分：シャトー山中湖着。ようやく飯である。庭では既にバーベキューの準備が整っていた。そう言えば西湖の湖畔で「ニーク！ニーク！」と拳を突き上げていた怪しい集団がいたことを書き忘れていた。今日４回目の泡での乾杯！しかし火力が強いうえに暗いので、第一陣の肉・ソーセージ類はあっという間に真っ黒。ここで僕がヘッドランプを用意。「当然、当然」と鼻高々もつかの間、僕はバーベキュー終了時まで、網の上を照らし続け、焼き物の状態を監督する羽目になった。とにかく良く呑み、良く食べる集団である。今回は前回の失敗を教訓に、「余ることを前提に」食材を買ったが、みるみるうちにみんなの胃袋に消えていく。焼き物を切っていた際にアーミーナイフ披露大会となる。瀧くんとヤヤのが同じモデルだ！と言うところに僕が一列多い上級モデルを披露、主事の経済力を力強く誇示すると、「俺のは黒でネーム入りだ！」と畠田さんがとどめをさす。火力が強く焼き加減が微妙なことから畠田さんは自分のまえのところの網に食材をもってきては「これ、もーんち！（これオーレの！の九州弁＜正確には博多弁、さらにぼくの実家の北九州では、ギッタン鼻・服・木　という＞らしい＜たまたま、同じく帰郷している８歳下の妹に「おまえ、これ知っとるか」と聞いたら「美和たちは、木の次に“足の裏”、を付ける」と・・、方言も時代とともに変化していくものだ＞。怪しい音を発しながら、大事そうに焼いて食っていた。ちなみに畠田さんはこの夜東京に帰るので、ビールではなくシャンディ（ビールをサイダーで割ったもの。＜いくらサイダーで割ってもビールを飲んでいることには違いないのだが＞ちなみにコーラで割っても結構美味い。）をすすっていた。僕がヘッドランプで状態を監督していた焼き物を、瀧くんがまめにひっくり返してくれたので、みんながコゲたものを口にしないですんだ。僕も相当泡を呑んで酔っ払っていたのでこのへんから他愛のない話や、下ネタで盛り上がっていたという漠とした記憶はあるが詳細は忘れてしまった。ただ、いつになくヤヤが酔っ払ってはしゃいでいたような気がする。

２１時００分：食材もおよそ片付き、畠田さんの帰りの時間もあったのでバーベキュー終了。撤収開始。例によって酔っ払いの「締め出し」の応酬が繰り広げられる。片付け終了し、畠田さんを送り出す。初日の成功と畠田さんの帰路の無事を祈って万歳三唱が山中湖畔に響いた。僕はその直後腹が痛くなり、トイレに駆け込む。結局３０分ぐらい粘る結果となったが、その間トイレの外ではなにやら賑やかな様子。ハメられるのでは？と思いながらも、作業に集中する。そういえば、バーベキューの間、「ハウ ウォズ ユア ○ット リリースド？」「ソリッド！」「リクィッド！」とかのネタで盛り上がっていたことが走馬灯のように頭によぎる。やっとのことで脱○ン＜遠慮せんで、“脱糞”（ダップンと読む）と自信持って書け＞作業終了し、トイレを出るとリビングには誰もいない。不思議に思いながら玄関から部屋の外を覗くと畠田さんの車が戻ってきていてそれをみんなが囲んでいる。何か忘れ物でもしたのかと思ったら、「チャリのキャリアを使うかもしれない」との気遣いでわざわざ戻ってきてくれたのだ。ありがたや、ありがたや。再度畠田さんを送り出す。

２２時００分：まっちゃん、賢、ヤヤ、サユリの４人はどうしても温泉に入ると言って聞かず、車で出かける。僕はシャワーを浴び、その後、赤木くん、瀧くんと再び酒を呑みながら語りに入る。自転車を始めたキッカケとなった２人の高崎までの旅、その後瀧くんは碓氷峠を越え、長野から国道１８号をひた走り、故郷の新潟まで行った話。女性のピークは何歳ごろか？という話。＜おまえら単純やな、峠の話からねえ＞　僕が山を志し、当会の門を叩くキッカケとなった上高地の話。など、延々と話し込んだ。

２４時００分：遅い。風呂に行って２時間も帰ってこないのはおかしい。何かあったのなら携帯に連絡が入るはずだ。と思い、携帯電話を鳴らす。あっさり出てくれた。あと１０分ぐらいで着くとのこと。（連絡ぐらいしろよな）なにやら、温泉がどこも閉まっていたらしく（コンビニじゃあるまいし、こんな時間じゃ当たり前！）、テニス部の合宿に参加しているマサ子さんを訪ねて行き、風呂には入れてもらったものの、テニス部に呑まされていたらしい。（嘆かわしい！いったら呑まされるのわかっているのだから、やめろと言ったのに。だいたい山の会のメンバーがいるとはいえ、チャラいテニス部に呑まされて恥ずかしくはないのか、君たちは！＜多分ぼくも行ったと思う＞ここで瀧くんが「何やって驚かします？」ときた＜是非、４０を過ぎてもその心意気は忘れないで欲しい＞。なかなか当会のノリをよく分かっている。（彼の痴性は入会基準を十分クリアしていると思った。）そして３人の男はその準備に取りかかった。

２４時１５分：まず賢とヤヤが仲良く帰ってきた。部屋は真っ暗。電気をこわごわと点けるとそこには３人の男が胸までバスタオルを巻いた半裸体のままソファーに横たわっていた。「うわ～、えっ何、何ぃ」喜ぶヤヤ。「うぉえ～、半裸だよ～」と賢。そうです。今回は「怪しい笑い」でいくことにしました。つづいてまっちゃんとサユリさんが入ってくる。サユリさんはウケていたが、まっちゃんはいたって冷静、ガッチリ写真に収めていた。

２４時３０分：賢がここのところ全然眠れていないので寝させてくれ、とのことで脱落。幹事疲れということもあり、就寝を許す。８時起床、９時出発と決めて、僕も一足先に布団に入った。まっちゃんと若者４人はさらに２時半まで呑み続けたらしい。ちなみにこの日のまっちゃんはバーベキューのときに煙草を吸い、さらにテニス部の宿舎では酒を呑むというモルモン教の戒律を破り捲くって皆を驚かせたが、なにが彼にそうさせたかは未だに不明である＜よほど、プジョーカデットが回復し、軽快なサイクリングを味わえたことが嬉しかったのだろう＞
８時００分：ヤヤの「足くすぐり」で起こされる。（「起こしてくれ」とは言ったが、「足の裏をくすぐって起こしてくれ」とは言っていないぞ！）女性２人が朝食を支度してくれているうちに野郎どもも次々に起きてきた。朝食がややスロースタートだったこともあり、場合によっては河口湖は一部カットしようと言う方向になった。＜あまいぞ、お前等！！＞

９時３０分：一足先にチャリのセッティングをしようとトランクを開けると、何とサユリさんのチャリの前輪がパンクしている。「最悪～。」すぐにリーダーの賢にパンク修理キットが無いか尋ねるが、どうやら忘れてきてしまったらしい。

　＜チューブだけではなく、それもおれ持っていたのにぃぃぃ　悔しい＞

　取り敢えず、チューブを取り出してみると、例の応急処置した箇所のビニールゴムのパッチが夜の間の気温差で縮んでしまった形跡があり、間違いなく、同じ箇所がヤラレていることがわかった。皆に出発の用意をしておくように言い残し、賢と２人で近くのレンタサイクル屋に助けを乞うことにした。レンタサイクル屋だったらパンクも直すだろうし、もしかしたら予備のチューブがあるかもしれない、そう思ったのだ。何軒かレンタサイクル屋をあたると、「河合オート」という自動車修理工場にパンクを直してもらっているとのこと。教えてもらったところに行くと、あいにくシャッターが閉まっている。当分開きそうにないので、別のレンタル屋をあたると、「いや～ここいらのレンタル屋はバンクがあると河合オートに持っていくんだけど、今日は日曜で休みなんだよねぇ～。富士吉田の自転車屋にいくしかないね。」と。ここで修理をあきらめ、レンタルすることを決断。近くのレンタル屋に行く途中、まっちゃんより連絡、赤木くんのチャリのあるパーツを西湖に忘れてきたらしく、＜おまえら、緊張感が足らんぞ！緊張感が！＞前輪が着かないとのこと。サユリさんのチャリに続き、トラブルが重なった。取り敢えず、賢をレンタル屋に走らせ、僕は宿に戻った。宿の前庭で赤木くんのチャリを見ると何と、前輪の車軸が無くなっているではないか！これでは走れないなぁ、赤木くんもレンタルかなあ、とか考えているところにレンタルチャリを調達してきた賢が戻ってきた。赤木くんのチャリを見てもらう。その時、僕の頭に名案が浮かんだ！「赤木くんのチャリも、サユリさんのチャリもスペシャライズドだから、パンクしている前輪の車軸が使いまわせるかもしれない！」即行動に移す。これがなんと、ピッタリ合った。＜えらいぞ稲＞口径が違っていたら不味いと思っていたが、ピッタリ合ったのだ。ラッキー！さすがの賢もこの機転には感心してくれた。

１０時３０分：サユリさんは借り物の自転車となってしまったが、赤木くんは無事自分の自転車に乗ることができ、ようやく出発。当初の計画より1時間３０分ほど遅れてのスタート。河口湖は時間があったら周る、というつもりで取り敢えず、山中湖をやっつけることで走り始める。昨日に増して今日は日差しが厳しい。＜東京は猛暑による注意が出た＞
１０時４５分：湖の東岸に開けた公園のような草地があり、そこから湖越しに雲一つかぶらない雄大な富士山が我々を遮るもの無く見下ろしていた。これほど見事な夏富士は初めて見た。一同「スゲー！」。昨日は車にフィルムを忘れて使えなかったまっちゃんの一眼レフで思い思いの記念写真を連写。そこへ畠田さんから応援コールが入った。パンクのチューブの問題やスケジュール、行程の問題を賢と協議して下さった。自分は走れないのに、我々が良い輪行を出来るようにと、心配してくれるなんて、何と面倒見のいい方だと皆で感涙を流す。ご提案通り、この時点で河口湖をパスし、山中湖＋忍野八海というコースに変更。＜ぼくは、湘南ではジミー、富士５湖ではジョージと呼ばれ、軽井沢ではセバスチャン、自由ヶ丘ではジャンクロードと呼ばれているんだ！　ハイカラな遊びのことなら何でも聞いてくれ＞

  再出発しようとすると、サユリさんの自転車のフロントギアが壊れていることに気付く＜またかい、おまえら！！＞。一番詳しい賢が借りに行ったのに、気付かなかったとは・・きっと仕事疲れに違いない（本人の名誉のためにそういうことにしておこう）。本人が「昨日もフロントはほとんどシフトをしなかった」と言っていたことから、サユリさんには若さと体力で乗り切ってもらうこととし、再出発。東岸から北岸にかけて一部登りがあったが、難なくクリア。マリンスポーツと観光化で俗化している西岸まで一気に走る。ここからは山中湖を外れて忍野八海を目指す。＜フラワーランドまで山中湖から車道を通らず、小川に沿って走るよいコースがあるのだが、取りつきが難しかったらしい＞。忍野の部落までは「これぞ日本の農村の夏！」というような林と田んぼを抜けて行く。さわやかな風を感じ、夏らしい雲を眺め、土と緑の臭いに茨城の田舎を思い出す＜納豆くさい奴やなあ＞。

１１時４５分：忍野八海着。日曜日ともあって人、人、人。まずは湧き水を見学。水がひしゃくで飲めるところが併設さてれいて皆、のどを潤す。ヤヤは頭から水をかぶって犬のように水を払っていた。（おいおい、年頃の娘がそんなんでいいいんかいな）＜ヤヤにこういうことするな、という方が酷だと思う＞僕は小さい頃、例の蓼科の小屋を作った親父の仲間の旅行に連れられ一度来たことがあるが、そのとき見た忍野の「淵」は「底無し」のように深く感じ、吸い込まれそうに感じていたが、大人になってみると大した深さではない。時間の経過とは不思議なものである。


  時間も時間なので、蕎麦屋で昼食を取ることにした。賢、ヤヤ、瀧くんの３人はまた泡を呑む。僕はスノッブにラムネを飲んだ。今更ながらに、瀧くんとサユリは「“もり”と“ざる”ってどう違うんですか？」と僕に知能テストをしてくれた＜そんなもん簡単やんか、ざるソバの麺の部分をモリといい、麺の下のスダレみたいな部分をザルという！＞。

１２時５０分：山中湖をめざし、田園の中を再びペダルを漕ぐ。先頭はここでもまっちゃん。花の公園を横に見ながら緩やかな登り坂を漕ぐ。「♪ゆれる木漏れ～日ぃ～、薫る登～り坂～」と福山雅治の歌を僕がパロっていたのは誰も知るまい＜誰やそれ？福山通運の創始者か？　バロっていた、とは　バかやローの略か？　何だ？音キチくん達は、クラシック演奏を

　“クラった”、とかいうのか？＞。

１３時３０分：まっちゃんは例によって一人で先に行ってしまったので＜実は、ここで山中湖畔の車道を通らず、旧街道（鎌倉往還）の静かな道を賢に教えていたので通るつもりだったらしいが、先行Gが湖畔に出てしまいバラバラになるとよくないと思って諦めたらしい。山中湖で一番ケバい個所でしかもチャリ専用道がない個所を迂回するいいコースなので是非次の機会で走って欲しい＞サユリさんのレンタルチャリを返す前に、山中湖の看板の前で記念撮影。レンタルを返すときに、またしても賢が自分のチャリをサユリさんに譲り、自分は歩いて帰るという男気を見せる。（この辺が奴のナイスガイ度の高いところ）

１３時４５分：シャトー山中湖着。富士四湖＋忍野八海制覇を皆で祝う。「お疲れさま！」

１４時００分：東名経由で帰京。激しい渋滞にも巻き込まれず、比較的早い時間に戻って来れた。瀧くんを目黒寮に落とし、東中野寮で最終解散。

（トピックス）

· 食料は「絶対余る！」というレベルの１段上を行ってちょうど良かった。今回初めて余ってしまったのはパックのご飯人数分とベーコン２パックだけ。（再利用可のため各自持ち帰り）相変わらずの消化力である。

· Ｑさんの名言「いい足してるね～」のまっちゃんの脚力は、積極的にブレーキシューを消耗することで、「人並み」を数段超越していることが改めて証明された。

· うどんの薬味にトウバンジャンを入れるととても美味い。

· キャップとサングラスはかぶり方に気を付けた方がいい。ちなみに僕の額は下半分だけ日焼けしていてとてもカッコイイ。＜君たちはまだいいじゃないか。ぼくなんか、帽子かぶると顔は黒く頭は白いという普通の人と逆になるんだ＞
· 夜間のバーベキューでもヘッドランプは必要（「懐電」だと手がふさがって食べられない）となるので、次回から持参されたし。

· ＜結局、ぼくが戻ってまで渡したキャリーは使用されず、渡し忘れた替えチューブが必要になったことはなんとも皮肉＞

· 両日とも晴れたことでサユリさんの「雨女疑惑」は入会２回目の行事参加で解消された。＜しかし、猛暑となりいづれにせよ快適な条件での山行・輪行はこの人が行くときは無理かもしれない＞
· 赤木くん＜旦那＞、瀧くん＜少年＞の両名は痴力、体力とも当会レベルに達している。

· あれだけ運動をしていたにもかかわらず、僕は月曜日にまったく筋肉痛にならなかった。とても不思議。

＜麻痺して痛みを感じなかった可能性もあるので、すぐ肛門科に行くように！　　　　　　あれっ、肛門括約筋じゃないんか＞

· あれだけ富士山をたくさん見ていたにもかかわらず、「藤さん」に掛かる駄洒落が出なかったのは残念。＜うまい！　

まさに今出たではないか！！＞

（自転車豆知識）

· 本格ツーリング最初で、よい勉強になったことを糧にして、各人もし単独でツーリングする際は、必ず替えチューブは用意しよう（６５０円）。もっとも、自分で装着ノウハウがないと意味がないが・・・・。自分のチャリのタイヤを見て、２６－1.95 などと書いてあるので、確かめて合うのを予備でもつこと（チューブ外し３００円。インフレーター（携行空気入れ）２０００円。予備チューブ６５０円、これでパンクの心配なしだ）。
· 自転車輸送後の組み上げ時には上下をひっくりかえしてタイヤがブレーキシューに当たらずにきれいに回転していることを確かめたい。でないと「アルバイト（山ヤ用語でルートミスなどにより余計な体力を消耗させること）」になってしまう。

・とにかく絶対覚える事　→　チューブの取り替え、ブレーキワイヤー取替えと調整、ハンドルの高さ調整、外した

　ホイールを真ん中にセット、インフレーターの使用方法（自転車によってタイヤのバルブの構造は様々。今回もフレ

　ンチ（小さい奴）、アメリカン（自動車と同じもの）、イングリッシュ（ママチャリと同じもの）と様々だったが、

　最近の携帯用空気入れは、全てに対応できるものが多い。自分のがどれなのか知る事。

　とにかく最低限の知識を持たないと、トラブル対処もメンテも出来ない。相手は壊れる機械物だという認識を持て！

　（メンテの本もあるので、買ってみよ）

・尻が痛い方、痔主の方、是非ジミー号に装着のブヨブヨのシートパッドを購入のこと、サイクルパンツと組合わせれ

　ば完璧！　　

（総括）

    ２日とも好天に恵まれたが、初日の渋滞、２日目のスタート前のトラブルと、スタートするまでが重たかった。これらのリスク回避およびコンテンジェンシープランの用意については次回以降への課題となった。 そして、今回各人いろいろな自転車（新鋭機あり、ベアリングがイカれたものあり、「みたいなもの」あり）を持ち寄ったが、自転車は乗ってやることで、すばらしい時間を与えてくれることを改めて痛感した。日本一高く、美しい山、富士山を眺めながらのコースはさわやか且つダイナミックであった。そして若造どもにお付き合い頂いた畠田さん、ありがとうございました。次回はフル参加をお待ちしています。幹事、自転車修理屋といろいろと世話をしてくれた賢、お疲れ様でした。ありがとう。＜山は身体が資本、そしてチャリは加えてメカニックに関する知識が必要であることを痛感したに違いない。確かにぼくらがやっていることはチャライことではない。一般的なものではない。それだけに人が味わえない楽しみ、苦しみ、喜びを見つけることができるのだ。今回、記録を作ってくれた稲、見事な執筆だった。ご苦労さんでした＞　　おしまい
